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お知らせ 
 

◆子どもの居場所・食堂「くれよん」 生活クラブ風の村光ヶ丘よってって 

毎月第 3土曜日 10:30までに来てね！ 【予約不要 04-7170-0939小口】 

◆地域食堂「みんなのテーブル」   いなげビレッジ地域活動スペース虹 

毎月第２金曜日 17:00～18:30   【要予約 043-290-8017北田】 

 

各センターで人材大募集！   

あなたの魅力を貸してください｡  

 
 

【八街センター】 Tel 043-440-0181 

･買い物バス      運転手 

･風の杜ひろば     草取り 

･子育てサロン         運営スタッフ 

･喫茶アルルカン    スタッフ 

･風のロッジ      活動グループ 

【柏センター】 Tel 04-7170-0939 

･ふれあい健康麻雀教室   参加者 

･生活支援サービス    ケア者 

【千葉センター】 Tel 043-290-8017 

･地域食堂            調理や運営スタッフ 

･こどもカフェ    運営スタッフ 

･生活支援サービス  ケア者 

・あみぃこ         麻雀ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ   講座参加 

   各センターにお問い合わせください 
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〒263-0051 千葉市稲毛区園生町 1107-7 
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【E-mail】info＠ccmachinet.jp 
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 あみぃこ参加者【千葉センター】 

あみぃこ参加でひろがる世界 

場 

ボ 

場 仕 参 ボ ボランティア   参加者   仕事   場所利用 

特定非営利活動法人（認定ＮＰＯ法人） 

コミュニティケア街ねっと 
 

【発行責任者：飯島 晃子】 
 

 

▲西村憲一さん 

 

 

2011 年秋から始まったあみぃこ教室。西村憲一さんは好奇

心旺盛な方で、「デジカメ教室」をきっかけに「男の料理教室」

「ヨガ教室」「健康麻雀教室」「お点前教室」などに参加し、趣味を

広げ、新しい仲間と楽しい時間を過ごしています。健康麻雀教

室ではボランティアでインストラクターも務めています。 
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ℚ. あみぃこ教室に参加したきっかけは？………………… 

2011年に友人から「あみぃこデジカメ教室」への誘いを受けて参加しました。

デジカメはただシャッターを押すだけでしたが、「“人物写真はレポート写真にな

らない“ように中心を少しずらす」「人物を撮るときはシャッターを押す前に“ひ

と声掛ける”」「ピントを合わせた後“上下左右にずらして”構図を整える」など、

今まで考えたこともない写真テクニックを教わり、自分の撮る写真が少しずつ変

わっていくのが楽しみでした。その後、次々に新しい教室へ声を掛けられ、いろ

いろな教室に参加してきました。 
 

ℚ. あみぃこ教室に参加していかがですか？……………………… 

自分からは興味すら持てなかったジャンルの教室に参加することで、地域の方々と

知り合いになり、自分が少しずつ変わってきたなと実感しています。 

特に「お点前教室」は、大人の日本人として知っておくべき常識としての作法を教

えていただくことができ、もっと早くから教わっていれば、サラリーマン時代に海外

の方に日本のことをもっと自信を持って話せたのにと思います。 

「お点前」は現在最も熱心にやっているオケイコです。自分でお茶を立てることの楽

しさ、難しさ、作法を皆さんの前でやる時の緊張感、すべてが今までに 

ない刺激です。また、毎回おいしいお

菓子をいただくことも楽しみです。教

室として年に一度くらい地域に出向

き、子どもたちやお年寄りにお茶やお

菓子をふるまい、お点前の作法を教え

ながら楽しい時間を過ごすこともあ

ります。この時は、普段の稽古と違っ

た緊張感があり、これもまたいいもの

だなと皆で話します。 

ℚ. 健康麻雀教室のインストラクターとしての感想は？…………… 

参加者が毎回元気に参加してくださるこ

とが、インストラクターとしては何よりの

喜びとなっています。毎週教室に来るのが

楽しみだと言われ、麻雀牌をまぜながら一

週間のできごとを聞くことで、皆さんの健

康状態を知ることができ、良い集まりに参

加しているなと思っています。 
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コミュニティケア街ねっと 

 

八街、柏、千葉センターでの地域づくりについて、各セン

ターの地域コーディネーターから事例報告がありました。 

２０１９年度の総会で地域づくりの様子をリンゴの木に表現

してから、さらに新たな取り組みや成果が加わりました。 

リンゴの木の実りは変化、進化し続けています。 
 

詳しくはこちらからご覧いただけます➡ 

 

◂地域コーディネーター3人衆 

2023.6.18   第 1５回通常総会開催報告 
 

理事長が交代し、新体制でスタート！ 

 

コロナ禍を経ての地域づくり 

 

コロナが５類感染症となり、人びとの動きも再開される中、街ねっと

の総会もリアル開催されました。久しぶりに顔を合わせての総会です。 

第５次中期計画を含む全議案が可決され、理事長、副理事長の交代

もありました。これまで理事長を務めた岩上章子は退任し、飯島晃子

が理事長となります。副理事長には廣島紀子が就任しました。新たな

体制となった街ねっとに、より一層のご支援をお願いいたします。 

 
▲岩上前理事長(左)と飯島新理事長(右) 

岩上さんは今後も理事として運営に参加します。 

地域づくりの「リンゴの木」を更新 

 

団体立ち上げから尽力された佐々部憲子さんが 

理事を退任しました。お疲れまでした。 

※第 5次中期計画はこちらからご覧になれます ➡ 

 

第 4 次中期計画の期間はコロナ禍とぴったり重な

り、人と人とのつながりの大切さを実感させられた３年間

でした。活動自粛を求められた困難な時期でも、オンライ

ンを利用するなど工夫しながら事業を継続し、安定した

経営を行うことができました。ご支援、ご協力いただいた

みなさまに感謝申し上げます。 
 

あみぃこや地域食堂など地域交流事業が再開し、以

前の活気をとり戻りつつあります。最近は地域のために

何かしたい、ボランティアを通して社会参加したいという

声も増えています。コロナ禍を経て格差の問題や、生きづ 

らさを抱える人の存在が、より目に見えるものになり、自

分にも何かできるのではないかと考える方が増えたのか

も知れません。 
 

街ねっとの目的は「誰もが自分らしく安心して暮らせ

る地域」を協同してつくることです。多世代交流できる居

場所づくりも、支え支え合う地域づくりも、そこに暮らす人

の活躍なくては実現できません。第５次中期計画※にある

ように、住み慣れた地域で暮らし続けるための小さな取り

組みを、これからも地域のみなさんと一緒につくりだして

いきたいと思っています。 

https://www.ccmachinet.com/codomocafe
https://www.ccmachinet.com/chiki-co
https://www.ccmachinet.com/_files/ugd/37e4ad_956e4e8d5f40485889a1889239f85589.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域に必要な 

サービスの 

提供 

こども・若者 

支援 

こどもたちに 

安心・安全な体験を 

低価格を 

実現しています 

子どもの一時預かり 
 
理由を問わずお預かり
し、子育て世代の支援
をします。さらに気軽に
利用できるようにした
い。 

生活支援サービス 
 
可能な限りニーズに応え
て、優秀なケア者が良質
なサービスを低価格で
提供しています。もっと
ケア者を増やしたい。 

こどもカフェ３rdプレイス虹 
 
安心して楽しく過ごすため、
文房具や遊び道具の購入
や、ボランティアスタッフの交
通費を賄います。もっと開催
日を増やしたい。 
（現在週 1日開催） 

すまいるじょい 
 
家庭の事情で生活体験
に恵まれない若者たち
に、多様な体験を通して
貴重な時間を過ごす場
を提供します。 

     
 （写真はイメージです） 

居場所づくり 
 
地域食堂など、多世代交
流の場を運営します。 

コロナ禍で分断されてきた 

活動や人と人のつながり… 

今、笑顔のある住みよい地域の 

再構築が始まっています 

地域づくりのひとつのカタチ 

寄付
き ふ

ってどんなこと？ 

地域づくりってなに？ 

地域づくり支援ってどんなこと？ 

私にもできるかしら？ 

コーディネーター 

の生み出すものは 

プライスレス！ 

ボランティアコーディネート 
 
社会参加としてのボランテ

ィアを活動につなげます。 

コーディネートの様子は 

「つなぐ～る春号」で↓ 

 

地域づくりを始めたい人と人をつなぎます 

地域住民主体の活動づくり 
 
地域交流の場あみぃこ、あみぃこサー

クルのサポートをします。 

参加しやすい企画を 

増やしたい。 

自分が住み続けたい！ 
そう思える地域をつくるための活動です。 

行政に任せるだけでない！ 
居場所づくり、多世代交流、困ったときの相談先をつくる。 

街ねっとはそんな地域づくりをすすめています。 

支援の方法はいろいろあります！ 
★活動にボランティアとして参加する。 

★地域のためになる活動を、みんなでつくる。 

★地域活動をしている団体に「寄付」をする。 

街ねっとへの「寄付」という形のご支援は、こんなことに生かされています 

地域 

コーディネーター

の活動 

認定 NPO法人 街ねっとへの寄付は 税制優遇が受けられます 

 
■法人の場合 

 一般寄付金の損金算入限度額
とは別に、特定公益増進法人に

対する寄付金の額と合わせて、 

特別損金算入限度額の範囲内で

損金算入が認められます。 
 
■遺贈した場合 
相続税の課税対象から除かれま

す。 

 

詳しくはHPの寄付ページをご覧ください 

会員になって支援する 
 

個人 1口 3,000円／年 

団体 1口 10,000円／年 
 
※生活クラブ虹の街組合員の方は毎月の 

消費材と一緒に引き落とし可能です。 

寄付の方法いろいろ 

 今、支援する 
   

お気持ちはいくらでも。 

あなたの寄付したいお気持ちを後押ししたい… 

 

遺贈 

気軽に、手軽に  支払い方法いろいろ 

クレジット         Amazon Pay 

 

郵便振込・口座引き落とし       現金 

その活動は寄付（主に会費）によって支えられ

ています。しかし、会員の高齢化などによる退会

が増えつつあります。新たに会員として、また、

会員の方は増口して、ご支援をお願いします。 

地域や暮らしを豊かにするための地域づくりを

もっと広げるために、ご支援ください。 
 

地域づくりをひろげるって

どういうこと？ 

地域コーディネーターの活動を充実させることで 
地域のニーズを調べたり、今開催している居場所や交流の場の開催地

や回数を増やしたり、充実したボランティアコーディネートができます。 

 

詳しくは内閣府の HPを 

ご覧ください ▶▶▶▶▶▶▶▶ 

 
   【日本人の寄付についての最新トレンド 2022】 

 
・ 個人寄付推計総額は 10年前の 2.5倍（ふるさと納税含む） 

･ 約 4.5割は何らかの寄付を行っている 

･ 6～7割が何らかの社会貢献意識を持っている 

･ 遺贈寄付への関心は4割超、遺贈寄付総額は 10年前から倍増 

・ 最大寄付額の５０％が還付される優遇税制がある 

※日本ファンドレイジング協会「2022年サマリ・日本の寄付市場予測」より 

コ 
ラ 
ム 

■個人の場合 s 
 
「所得控除」と「税額控除」のいずれかを選択できます。 

一般的に選択される「税額控除」を選択した場合、所得税額の 25％を上限として 

 

 

 
 
例）3,000円を寄付した場合 

国 税 分（3,000円-2,000円）×40％＝400円 

地方税分（3,000円-2,000円）×10％＝100円 
 
例）年間 50,000円を寄付した場合 最大 24,000円 ➡最大約半分が戻ってきます 

（注）確定申告には領収書が必要です。 

 

確定申告をすることで、寄付金額の最大５０％が戻ってきます 

（寄付金額-2,000円）に対して 国税分 40％、地方税分 10％※ が戻ってきます。 
※
地方税控除は自治体によって異なるので直接お問い合わせください。 

 

➡最大 500 円が戻ってきま

す 
  

▶ 100円から気軽に寄付！ 

 

▶ NPOの活動を応援する寄付の 

オンラインプラットフォームに参加｡ 
 

▶ 千葉市の「まち寄付」に登録して 

います｡ 
 

▶ 毎月 11日イオン稲毛店でのお 

買い物で寄付ができます。 

――――― 寄付の窓口いろいろ ――――― 

つど寄付 継続寄付 もう一つの 
寄付 


